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家 事 サ ー ビ ス の 利 用 要 因 に 関 す る構 造 的 分 析(第2報)

生 活 意 識 を視点 と して
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Following the report of Part 1, the use-tendency of domestic services of housewives was ana-
lyzed according to their conservative life consciousness. 

 The results obtained were as  follows: 

(1) Regarding consciousness of the value of homemaking and view toward sex roles, the more 
conservative the housewives and their husbands  were, the more their service-uses were controlled. 

(2) The higher their self-estimations of housework techniques were, especially about cooking, 
the more their service-uses of dietarylife were controlled. 

(3) The housewives with higher consumer consciousness or more confidence of their house-
work techniques, will use less domestic services in future. 
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1. 緒 言

本研究 は近年におけ る家計サ ー ビス支 出 の増 大 化 傾

向1)に 着 目し,と りわけ家庭 生活の変容を もた らす要 因

として注 目され る家事サ ービスの導入を取 り上 げ,家 庭

経営的立場 よ りその利用構造 の一端 を とらえ ようとす る

ものである.

第1報2)で は,家 事サ ービスの利用 傾向を利用 程度,

利用動機お よび今後の利用 意向に よ りとらえ,対 象主婦

の社会的属性を軸 として分析を行い,そ の結果 を報告 し

た.本 報では,さ らに家事サ ービスの利用 に影響する と

考 え られる主婦 の生活意識 に焦点 を当て,そ れ らを軸 と

して分析 した結果について報告す る.

前報では,利 用 促進要 因 として若年群 において顕著 に

「利便性志向」 が 認め られ るとともに,利 用 定着の 前提

として 「サ ービスの質評価」 の存在 が指摘 された.一 方,

利用抑制要因 に関 しては,高 齢群お よび低学歴群 におけ

る利用拒否あ るいは利用抑制傾向が明 らかに され,非 利

用 に関す る意識については,年 齢 との関連 における保守

性 の存在が示唆 された.

したが って本報では,主 婦の生活意識のなかで もとく

に家事 の合理化 とかかわ ってサ ービスの利用抑制 に深 く

関係す ると考 えられ る家政的意識を取 り上 げる ことに よ

り,主 として非利用 にかかわ る利用 要因を,意 識 の上か

ら明 らか にす ることを 目的 とす る.

2.　 研究方 法

(1)　調査の枠組

家事サ ービス利用 要因の構造 に関す る理論的枠組 は第
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1報2)に 準 ずる ものであ り,利 用実態 については,取 り

上 げたサー ビス項 目,利 用程度 を4段 階 にとらえること,

そ してそれを さらに利用 ・非利用 に分けて分析の視点 と

す ることな ど,第1報 同様 である.

消費者 としての主婦のサ ービス利用決定 にかかわ る内

部的思考過程を支配 してい る基本的変数 としては,ニ ー

ズ ・動機 ・パ ーソナ リテ ィー ・認識 の四つ があげ られ る

が3),こ れ らのなかで,ニ ーズ,動 機,個 人 的属性 とし

てのパ ー ソナ リテ ィーは前報の分析対 象 として位 置づ け

られてい る.し たが って,本 報において生活意識 として

とらえてい るのは,認 識のなかにおけるいわゆる消費者

態度であ り,社 会的 ・文 化的意識のなかで もとりわ け家

事の合理化 とかかわ る家政的意識にま とを しぼる ことに

よ り,家 事サ ービスの利用要因に関す る家庭 経営学 的せ

ま り方が可能 にな ると考 える.

本報 において分析軸 とす る生活意識に関 し,本 報関係

項 目として取 り上げたのは,① 手つ ぐり意識 ② 本人 ・

夫 ・実 家 の 母 ・姑の性別分業観 ③ 生 活規範 ④ 家事

技術 の自己評価,⑤ 生 活 満 足 度,以 上5項 目であ り,

さらに生活実態 を示す ものと して,⑥ 勤務者の昼食,⑦

物価高への対 策,⑧ 実 家 の 母 の家事のや り方の3項 目

を取 り上げた.

各調査項 目を家事 サー ビス利用 と関連づ けて取 り上げ

た理 由は以下の とお りである.① 手づ くり意識 の場合 に

は,サ ービスの 自給に対す る考 え方 と種 々のサ ー ビスを

貨幣で購入 し,時 間 ・労力の軽減 を図る家事サ ー ビス利

用 とが対立的に とらえ られる.② 徃別分業観 について は,

本人の保守的意識お よびその意 識形成 に影響 を及ぼす と

考 えられ る周囲の人 々の保守的意識が,サ ー ビス利用 と

かかわ ると考 えられ るた め,「 男は仕事,女 は家庭」 と

い う考 え方を示す ことに よって,保 守性 にかか わる価値

観の一つの もの さしを推 し測 ろ うとした。③ 生活規範に

ついて は,生 活の中における余暇の位置づ けが,主 婦の

家事 に対す る考 え方,ひ いては生 活時間構造 の違い とも

かかわ ってサ ービス利用に影響す る と考 え られる.④ 家

事技 術の 自己評価は,サ ービス購 入に家事 の質 を期待す

る動機が含 まれ ると考 えられ るた め,家 事 に対 す る得

手,不 得手 の意識が,直 接的にサー ビス利用 とかかわ る

表 1. クロス分析X2検 定結果一覧(属 性 と生 活意識 サー ビス

利 用程度 と生 活意識)
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と推 察 される。⑤ 生 活満足度 につ いては,前 述4意 識お

よびサ ービス利用度 とのかかわ りを,満 足度 とい う形で

総合的に検討 しようとした.さ らに生活実態 に関 しては,

⑥ 勤務者 の場合,昼 食は弁当派か外 食派かを問 うことに

よ り,手 づ くりの実践 度 とのかかわ りを検討す る.⑦ 物

価高へ の対策では,経 済観念 とのかかわ りを検討す る.

⑧ 実家の母のや り方では,性 別分業観 とは別に母親の家

事 のや り方 が子 に与 える影響 につ いて検討す る。

(2)　調査方法

第1報 に同 じ.

3.　 調査結果および考察

生活意識 と対象者 の属性お よび家事サ ービス各 項 日の

利用程度 との クロス分析 の結果 は,表1に 示す とお りで

あ る.勤 務者の昼食,物 緬 高へ の対策,実 家 の母 の家事

のや り方 と各項 目との間にはZ2検 定において有意 な差

が認め られ なか ったため,表 には掲げない。

以下,生 活意識関連項 目別 に述べ る。

(1)　手づ くり意識 との関連

手 づ くり意識については,表2に 示す よ うに ① 時代

に逆行,② 時間手数むだ,③ 時間がない,④ 物緬高 で

やむな く,⑤ 愛 情,⑥ 公害 の不安,⑦ 個 性がでる,⑧

余暇 の充実,⑨ その他の9項 目を設定 し,⑨ を 除 き こ

れ らをさらに ① ・② 積極的否定,③ 消極的否定,④ 消

極 的肯定,⑤ ・⑥ ・⑦ ・⑧ 積極的肯定の4段 階に区分 し

て検定 を行 った。表1よ り,属 性 との クロス分析におい

て有意性が認め られた項 日は,職 業 および学歴であ る.

職業 と手づ くり意識 との関連 は表2に 示す とお りで あ

る.表2よ り,手 づ くりを積極的に肯定 す る場 合 に は

｢愛情」,「公害不安」をあげ るものが圧倒的に多 く,「時

代 に逆行 ・時間手数むだ」の積極的否定派は,わ ずか5

%に す ぎない.ま た 「個性」 を取 り上げた積極的肯定派,

お よび 「時間がない」 の消極 的否定派が と もに20%台

を示す事実は,手 づ くりが見直 され てきてい る現在の状

況を反映 してい るといえ よう.職 業別 では,と くに時間

的拘束度 の大 きい勤務者の場合に｢時 間がない」 の指摘

率が高 く,時 間 コス ト意識が高い事実を確認す ることが

で きる.ま た 「愛情」や 「個性」 はパー ト・内職群お よ

び専業主婦の指摘 率がやや高 く,「公害不安」 は専 業 主

婦 の指摘 が他群に比 して きわだ って多 く,こ の群 の消費

者意識 の高 さの表れ として とらえ られ る.資 料 は示 さな

か った が,同 様 に学歴別でみ ると,中 卒群において,い

くぶん手づ くり意識 否定派が多 く消費者意識 も低 くな る

傾向が認め られ,逆 に短大卒 以上 で は,r愛 情」指摘が

他群 に比 して多い事実に注 目す る ことができる.こ れ ら

の結果か ら,低 学歴群 において,食 品公害意識 が低 く手

づ くりの積極的否定が多 くな る一方,高 学歴の専業主婦

に,家 族の情緒 的な面 でのつ なが りを大切にす る姿勢が

表　2.　職業別手づ く り意識
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うか がえる.

次 に,表1よ り手づ くり意識 とサ ー ビス利用 程度 との

クロス分析 の結果 をみ ると,危 険率1%以 下で は調理ず

み冷 凍食品,素 材冷凍食品,レ トル トカレー ・シチ ュー,

半 調理 フライ ・ハンバーグ,カ タ ログ販売 の5項 目にお

いて有意性 が認め られた.こ れを表3に 示す よ うに,第

1報 に準 じて利用度 を利用 ・中間 ・非利用 に3分 類 し,

利用 程度別 に手づ くり意識 につ いてみ ると,い ずれ にお

いて も手づ くりを積極 的に肯定す る場合 に,利 用が抑制

され ることが明 らかである.さ らに利用 ・非利用劉 に意

識の違いをみ ると,従 来家庭 で手づ く りされているカ レ

ーや フライ ・ハ ンバ ーグな どは非利用 において差 が認め

られ,一 方,冷 凍食品 のよ うな新たな価値を もつ加工食

品,あ るいはそ うざいのよ うにあ る程度 の普及率を示す

食品では,利 用 において差が認め られ る点が特徴的で あ

る.し たが って,手 づ くり意識が決定的 に利用傾 向にか

かわ るのは,両 者の性格をあわせ もつ場合 においてで あ

り,半 調理 フライ ・ハ ンバー グはその典型例 としてとら

えられ る.

つ ま り,家 庭での手づ くりがあた りまえ とされる もの

について は,利 用 に対す る後ろめた さや家庭 独自の味の

存在な どが非利用 と深 くかかわる と同時に,手 づ くりと

い う言葉が意味す る健康 ・安全志向が利用抑 舗作用 を も

つ と考 えられ る.一 方,新 たな加 工形態 の食品について

は,添 加物 などの点で健康 ・安全志向 とのかかわ りが小

さい場合 には非利用 とのかかわ りが薄 くな り,逆 に利便

性 な ど他の利用 促進要 因 も加 わ り,利 用 にお いて有意差

が現れ ると考 え られる。

(2) 性別分業観 との関連

本人 の性別分業観については 「男は仕事,女 は家庭」

に対す る考 え方を,表4に 示す よ うに,① 当然である,

② 現状 ではやむ をえない,③ 主 婦 としての 責務を怠 ら

表 3. 利用程度別手づ く り意識
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ない範囲で職業 を もつ べ き,④ 共 に働 き責任を分かつべ

き,⑤ 役割 を固定 しない,⑥ そ の他,⑦ わか らないの

7項 目設定 し,⑥ ・⑦ を除きこれ らを さらに,① ・②

肯定,③ 中間,④ ・⑤ 否定 と3分 類 し,大 項 目 を設定

した.表1よ り,属 性 との間では職 業お よび学歴 におい

て有意性が認め られ る.

職業 との関連で は,表4よ り,勤 務者群 に進歩 的傾 向,

農業 ・自営業 ・自由業等お よび専業主婦群に保守的傾向

が認め られ,パ ー ト・内職群はその中間に位置づけ られ,

予想 どお りの結果 が得 られた.女 性 の就業形態選択 には

性別分業観 がかか わる こと,あ るいは逆 に就業形態が性

別分業観形成に影 響す る事実 を確 認す るこ とができる.

資料は示 さないが同時に学歴別 では,高 学歴群 に進歩的

考 え方が多い こと,低 学歴群 に中問的考 え方が多い傾 向

が認 められ る.し たが って,高 学歴の勤務者が最 も進 歩

的な考 え方 を示す ことが明 らかであ る.

次に,サ ー ビス利用程度 と本人 の性別分業観 との関連

を表1に みる と,危 険率1%以 下 では調理ずみ冷凍食品

お よびカタロ 販売 において有意性が認め られ る.表5

に よ り,利 用 ・非利用別意識 の違 いをみ ると,性 別分業

観のあ り方が利用 にかかわ る ことが明 らかであ り,食 生

活関連サ ービス同様 カタ ログ販売 において顕著 な傾 向が

認め られ る点 に注 目す ることがで きる.表5に 示す2項

目ともに第1報 において利用程度 と職業 との関連が認め

られ,時 間的拘束 度 と利用 との関連が 明 らか にされ てい

るため,サ ービス利用 を促進す る意味において,性 別分

業観 と時間的拘束度のいずれが優 先す るかにつ いては特

定 しがたいが,カ タログ販売に限 ってい うな らば,時 間

的拘束度が優洗 す るとみ ることがで きよう.一 方,性 別

分業観 にかかわ る保守性 については,食 生活関連 サ ービ

・スに関 してのみサ ー ビス利用抑制要因 として働 くことが

確認で きた と考 える.

さらに夫の性別分業意識 につ いては,① 非常 に進歩的,

② やや進歩 的,③ どち らともいえない,④ どちらか と

い うと保 守 的,⑤ 非常に保守 的,⑥ わ からないの6項

目を設定 し,⑥ を除 き,表6に 示す ように ① ・② 進歩

的,③ 中間,④ ・⑤ 保 守 的 の3項 目を用 いて検定 を行

った.表1よ り,危 険率1%以 下では調理ずみ 冷凍食品,

半調理 フライ ・ハ ンバ ーグ,家 族 との外食において有意

性 が認め られる.有 意性 の認め られた項 目いずれにおい

て も夫が保守 的であるほど利用が抑制 され る傾向が明 ら

かであ り,保 守性 と非利用 とのかかわ りが顕著であ る.

た とえば,表6の 家族 との外 食においてそ の傾向を確認

す ることがで き,夫 の保守的意識 が外 食とい う家族の行

動を大 き く規制 している事実 を読み とることがで きる.

この事実は利用 理由 との クロス分析 において第1報 にお

表　4　.職 業別本人の性別分業観
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いて も確認 されてお り,夫 が保守 的な場合 には｢家 族が

好 まない」,逆 に進歩的な場合には 「まあまあの 味 だ か

ら」,「手軽で便利だか ら」 の指摘 率が高 く,夫 が保守的

でない場合 に,サ ービス利用を気軽に受け入れている よ

うすが うかが える.

しか しこの点 に関 して も,夫 婦の年齢あ るいは年齢 に

伴 う食嗜好 と保守的意識のいずれがサ ービス利用抑 制に

おいて優先す るか特定 しがた い.

なお,実 家の母 の保守性 との関連 につい ては,半 調理

フライ ・ハ ンバ ーグにおいて夫の場 合 と同様の利用抑制

傾向が認め られ るが,姑 の保守性 との関連 は認め られな

い.

(3) 生活規範 との関連

生活規範 につ いて は,余 暇お よび家事 に関す る考 え方

のモデルを5種 類設定 した.す なわ ち,① 家事や仕事か

ら解 放 された ら余 暇には教養や趣味 を求 めた いとす る精

神充実型,② 現在の生活を大切に し,家 族 とは別 にスポ

ーツや旅行を楽 しみたい とす る現実重視型
,③ 自己主張

表 5. 利用程度別本人の性別分業観

2項 目共にX2検 定危険率1%以 下で有意

(その他 ・N.A除 く)

表 6. 利用程度励夫の性別分業観

Ｘ2検定危険率1%以 下で有意
(その他 ・N.A除 く)
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せず,家 族 とともに旅行す る ことを楽 しみ とす る平均的

中流生活型,④ 保守的な考えを もち,で きるだ け家 の中

にいて団 らんを楽 しみ とす る保守的家庭型,⑤ 現在 よ り

将来を重視 し,ボ ランテ ィア活動や社会参加な ど社会 に

役立つ ことを望む将来重視型,以 上5タ イプであ る.表

7は,さ らに,① ・② の自己充実志 向,③ ・④ の 家 族

中心志 向,⑤ の社会参加志向 と3分 類 した ものを示す.

サ ー ビス利用程度 との関連をみ ると,表1よ り,危 険

率1%以 下で は,調 理ずみの冷凍食品,そ うざいの揚 げ

もの ・ハ ンバ ーグ,半 調理 フライ ・ハ ンバー グにおいて

有意性が認め られ,表7に 典型 的に認め られる ように,

いずれのサ ービス項 目において も社会参加志 向群 の利用

が抑制 されている傾向が明 らか である.し か し,自 己充

実志向 と家 族中心志 向 との間 に差 は認め られず,余 暇に

対す る意識 は異 なって も,実 生活 にお いてはサ ー ビス利

用 の前 向きな取 り組み方が まだ根を下 ろしていない実態

を うか が うことが できる。社会参加志向 と非利用 とのつ

なが りは,社 会参加志 向型 に高学歴の高年齢者が多い点

より説 明す ることがで き,余 暇活動が主婦 の生活行動の

なか に位置づけ られた時点において,は じめてサー ビス

利用 とのかかわ りを もち始める と考 え られる,

(4) 家事技 術の 自己評価 との関連

サ ービス利用 とかか わると考 えられ る家事項 目として,

炊 事,洗 濯,掃 除,家 計,子 どもの教育の5項 目をあげ,

技 術評価 をA:100～80点,B:79～60点,C:59～40

点,D:39点 以下の4段 階 とし,お のおのについて主観

的 に評価 させた.最 も自己評価の高い項 日は洗濯であ り,

ついで炊事,掃 除,子 どもの教 育,家 計 のや りくりと続

く.D評 価 はいずれの項 日において もきわ めて少 数 で

あ ったため,C,Dを ま とめ て取 り扱 うこととした.そ

の結果,危 険率1%以 下で有意性が認め られたのは,表

1よ り,職 業 と炊事お よび家計,年 齢 と教育の3項 目で

あ った.職 業 との関連 では,専 業主婦がいず れの項 目に

おいて も評価が高 く,つ いで農業 ・自営業 ・自由業 な ど,

パ ー ト・内職,勤 務者 と続 く.子 どもの数育 は,年 齢 を

重 ね るほ ど評価 が高 くな る傾 向が認 め られるが,と りわ

け専業主婦 と勤 務者 との差が菩 しく,時 間的拘束度の大

きい勤務老 の場合 には,子 ども との接触時間不足が 自信

のなさにつ なが ると思われ る,家 族 との接触時間不足を

補 う意味 におい ても,勤 務者の場合 にはサ ー ビス利用が

促進 され ることになろ う.

次 にサ ービス利用 との関連 をみる と,表1よ り,炊 事

と食生活関連 サ ービス との問に有意性の認め られる項 日

が多 く,さ らに家計のや りくりと家族 との外 食 ・セータ

ーク リーニングとの間の有意性 に注 目す る ことができる。

た とえば,表8に おける炊事 とそ うざいの揚げ ものや ハ

ンバー グとの関連 をみる と,技 術 評価が 高いほど利用が

抑 舗 される ことが明 らか であ り,利 用 ・非利用いずれ に

おいて も利用度 に有意差が認め られ ることよ り,第1報

で述べた若年群 の利便性志向 には,家 事技術の未熟 さも

確か にかかわ ってい るとい えよ う.し たが って,今 年若

年群が加齢に伴 って利用を伸ば してい くか否かの予想は,

きわめて複雑にな ると考え られる。 さらに,同 じく表8

の家計のや りく りの評価 と家 族 との外 食 との関連 をみる

と,利 用 においてのみ有 意性 が認め られ,非 利用 との関

連 は薄い と判断で きる.ま た,資 料 は示 さないが,子 ど

もの教 育に自信が あるほど食品関連項 目にお いて非利用

と大 き く関連 してお り,食 品公害等 に対す る意識の高 さ

の反映 として とらえられ る.い ずれの場合に も,属 性 と

のつなが りでは40歳 代前半の主 婦に多 く,高 学 歴 の専

表 7. 利用程度別生活規範

Ｘ2検定危険率1%以 下で有意
(その他 ・N.A除 く)
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業 主婦 で経済的に恵 まれた一群 の利用意識 の特徴 とみ る

ことがで きる,し た が って,家 事技術 の自己評価 は,炊

事技術 の 自己評価 と食生活 関連サ ー ビスについ ては明確

なかかわ り方 をす る傾 向が顕著で あるが,他 領域のサ ー

ビス項 日に関 しては,利 用 とかかわ る意識 として特定す

る ことはできない。

なお,生 活満足度 との関連 について は,現 在の生活へ

の不満 が高 いほど利用が促進 され る傾向が認め られ るが,

本調査 において取 り上げた意識項 目のみに よ りサ ービス

利用 とのかかわ りについて言及す るには至 らなか った,

(5) 生活意識 と今後の利用意向 との関連

今後の利用意向に関 しては,表9に 示す 「おおいに利

用 したい」な ど7項 目を設定 し,表1に おいて生 活意識

と利用程度の間に有意性の認め られたサ ービス項 日につ

いてのみ今後の利用意向 と各生 活意識項 目との クロス分

析 を行 った.そ の結 果,調 理ず みの冷 凍食品 と手づ くり

意識(危 険率5%以 下)お よび半調理 フライ ・ハソバー

グと炊 事技 術の自己評価(危 険率1%以 下)に おいて有

意 性が認め られた.表9の 調理ずみ冷凍食品 の場合を例

にとる と 「おおい に利用 したい」,「事惰 によって利用 し

たい」 とす る利用意向を示すのは,手 づ くり意識に関 し

て は,否 定群のなかにおけ る指摘率が高 く,肯 定群 のな

かで もと くに愛 情お よび公害不安 指摘群 では,全 面 的利

用拒否の割合が高 くなる と同時に,質 の高ま りや価 格の

低下 とい った条件づ き利用 意向 も低 く,今 後の利用 に結

びつ く可能性が最 も薄い グループ として とらえられ る.

したが って,消 費者意識 の高 さが利用 を抑翻す る要因 と

して働 くことが明 らか であ り,さ らに愛情 も建て前的な

意識ではな く,本 音 としての指摘 であることが確認で き

る.

さらに,有 意性 は認 め られ ないが,性 別分業観 とのか

か わ りをみる と,本 人 ・夫 ともに保守的で あるほ ど利用

拒 否が強 く表 れてお り,一 方,本 人が進歩的であ ること

と利用意 向 とは直接 に結 びつかず,逆 に夫が進歩的であ

るほ ど利用意 向が顕著 にな ってい る.し たが って,本 人

が進歩的 である場合の利用で は,勤 務者の陦問的拘束 に

よるやむ をえない利用実態が含 まれ ると考 えられ る.ま

た,家 事技術 の自己評価 との関連 では,項 日の種類を問

わず 自己評価が高 くな るほ ど利用拒 否の割合が高 くなる

傾 向が認め られ る.

以上の検討結果 よ り,家 政的意識の家 事サ ービス利用

への影響は,利 用 ではな く非 利用 において より顕 著であ

り,さ らに手づ く り意識の背景にある健康 ・安全志 向と

しての消費者 意識 の高さ,性 別分業観 における保守性,

そ して家事技 術へ の自信 あるいは熟練度が利用抑翻要因

としてはた らく事実 を とらえることがで きた と考 える.

表 8. 利用程度溺家事の自己評緬

λ2検定危険率1%以 下で有意

(その他 ・N.A除 く〉
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またそれ と同時に利用 促進要 因に関 して も,前 報 の考察

で指摘 した利便性 志向の背景 にある勤務者 の時間的拘束

度や,質 評価 における経済 的裏付 け といった生活実態が,

利用 を抑 制す る保守 的意識 を しのいでサー ビス利用 を促

す のではないか との仮説 を得 る ことができた.し たが っ

て,生 活実態 が利用 を促 し,生 活意識 が利用 を抑制す る

利用 構造の大筋をそのなか に とらえる ことが できた と考

え る.

4. 要 約

第1報 に基づ き,家 事 サー ビス利用 の抑制要 因と考 え

られ る保守性に着 目し,そ れを具体 的な生 活意識 として

とらえて分析軸 とす ることに より,家 事 サー ビスの利用

傾向に関す る分析を行 った.

得 られた結果は次の とお りであ る.

(1) 手づ くり肯定派は,従 来家庭 で手 づ くりされるの

があた りまえ とされ るものについて継 承志 向がみ られ,

一方,手 づ くり否定派では冷 凍食品の ような新た な加工

形態 の食品において利用 が促進 される傾 向 が 認 め られ

る.

(2) 本人お よび夫の性 別分業観 にかかわ る保守性が,

サ ー ビス利用 を抑制す る要因 として働 くことが確 認され

たが,い ずれ も食生活関連サ ービスにおいてそ の傾 向が

顕著であ る.

(3) 余暇に関す る意識 とサ ービス利用 とのか かわ りは

希薄であ り,今 後主婦の生活行動 のなかに余 暇行動 が よ

り明確に位置づけ られ るとともに変化 してい くこ とが予

想 され る.

(4) 家事技 術の 自己評価 では,と くに炊事技 術の評価

が高いほ ど食生活関連サ ービスの利用 が抑制 される。

(5) 今後の利用意向では,手 づ く り意識に関連 した健

康 ・安全志向 としての消費者意識の高 さお よび家事技術

へ の自信が利用抑制要因 として働 くことが確 認 された.

以上,家 事サ ー ビスの利用抑制要因 としての保守 性に

かかわ る意識 として,手 づ くり意識 本人お よび夫の性

別分業観 家事技術(と くに炊事)の 自己評価 の存在 を

確認す ることがで き,と りわけ一部食品関連 サ ービスに

お いてそれ らの関係を鮮明に とらえ ることがで きた。

表　9.　今後の利用意向と手づくり意識―調理ずみの冷凍食品の場合―
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さ らに家事サ ー ビス利用 において意識 より実態 が優先

す る点 に関 して は,時 間コ ス ト4)5)あるいは生活 コス ト6)

に よる分析 の有効性 を指摘す るこ とが できるであろ うし,

また,本 報 において保守性 として位 置づ けた意識 を,使

い捨 て浪費 の生活か ら脱却す るた めの節約化,質 素化,

健康 回復,伝 統志 向 として とらえる とす るな らば,そ れ

らは脱近代 を象徴す る意識 として位 置づ け られ7),そ の

意味 において本報 は,今 後の社会 にお けるサ ー ビス化傾

向を分析す る手がか りともな りうると考 える.こ の点 に

関 して は,サ ー ビス利用 にかかわ って薪 しい生活様式を

考 え る場合の新たな検討課題 となろ う.

引 き続 き,第1報 お よび本報においてサ ービス利用 要

因 として特定 された項 目に関す る考察を深め るとともに,

本報 において仮説 として提示 された利用実態 と利用意識

との関連 に関 し,ケ ース ・スタデ ィーに よってそれ らを

実証す ることに よ り,利 用要因関連 図を導 き出 したい と

考 える.

最 後 に,本 研 究 は(財)生 命 保 険 文 化 セ ンタ ーの 家 庭 経

済 学 振 興 助 成 金 に よ る も の で あ る こ とを 記 し,感 謝 の 意

を表 した い.
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